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総 会

第１２回 通常総会

丸山支部長挨拶

令和2年4月に発令された新型コロナウイルス感

染症から、令和2～3年度の支部総会は小規模開催

（議長、運営委員、支部監査役、事務局）となり、

令和4年度には対面会議の実施要望から通常開催さ

れましたが、懇談会を中止し、令和5年度は「マス

クの着用は個人の選択を尊重し、個人の判断」と

なったため、4年ぶりに懇談会を含めた支部総会を

5月23日に新潟東映ホテルにて開催しました。

総会は議決権総数129社のうち出席議決数114社

（うち委任状出席者61社）が出席され、上杉総務

委員長の司会で進められ、丸山支部長の挨拶後に

書記の任命、総会成立宣言、議事録署名人の選任

を行い、議事が進められました。

議事は、第1号議案の「令和4年度事業報告」に

関する件、第2号議案の「令和4年度決算報告」に

関する件について上程し、異議なく承認されまし

た。

続きまして、第3号議案の「令和5年度事業計

画」に関する件および第4号議案の「令和5年度収

支予算」に関する件については、3月24日に第44回

本部理事会で決議された旨を報告し、異議なく報

告がなされました。

その他として、協会本部の事業計画について、

岩見本部事務局長からの説明が予定されていまし

たが、時間の都合上、丸山議長から帰社されてか

ら目を通して頂きたい旨が説明されました。以上

で議事を終了し、議長が会員に対して北陸支部の

運営について、今後もご指導ご支援をお願いして

無事終了しました。

北陸支部運営委員会名簿

通常開催による総会状況

支 部 長 丸山　暉彦 長岡技術科学大学　名誉教授

副 支 部 長 和田　　学 新潟トランシス㈱　取締役 齋藤　浩之 ㈱興和　代表取締役社長

運 営 委 員 植木　義明 ㈱植木組　取締役社長 坂本　勝則 日本キャタピラー（同） 北信越地区営業本部長

遠藤　聡一 遠藤鋼機㈱　代表取締役 堀　　吉伸 日本道路㈱　執行役員北信越支店長

市村　　稿 ㈱加賀田組　代表取締役社長 齋藤　弘幸 日立建機日本㈱　新潟支店長

北川　隆明 北川ヒューテック㈱　代表取締役社長 野口健太郎 ㈱日の出自動車　代表取締役

横山　慶一 コベルコ建機日本㈱　上信越支社長 山田　和司 福田道路㈱　執行役員新潟本店長

川崎　幸司 コマツカスタマーサポート㈱ 東京関越カンパニー新潟事業部長 田野　克裕 北越工業㈱　執行役員生産調達部長

山本　達也 大成ロテック㈱　北信越支社長 近藤　　淳 （一社）北陸地域づくり協会　理事長

河西　　誠 東亜道路工業㈱　執行役員北陸支店長 真柄　卓司 真柄建設㈱　代表取締役社長

米岡　拓彦 ㈱ＮＩＰＰＯ　執行役員北信越支店長

北陸支部通常総会
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通年、永年会員・永年役員表彰、

優良建設機械運転員・整備員表彰

は通常総会時に合わせて実施して

おり、上杉総務委員長の進行を基

に実施しました。

永年役員表彰では池野正志㈱興

和代表取締役会長の1名が表彰さ

れ、永年会員表彰は会員期間60年

においては、今年度多くの企業18

社が表彰され、会員期間50年が4

社、会員期間30年が2社、会員期

間20年1社が表彰されました。

更には会員各社から推薦された

優良建設機械運転員10名、整備員

1名様に表彰状と記念品が授与さ

れました。

本部事務局長の表彰及び記念撮影

Akashiya Communication

永年会員・永年役員表彰、優良建設機械運転員・整備員表彰

支部長の記念撮影

● 永年会員表彰

北陸支部団体会員

㈱三友組 ㈱植木組

㈱ＮＩＰＰＯ北信越支店 ㈱加賀田組

㈱日の出自動車 丸運建設㈱

北国テクノ㈱ 宮口建設㈱

コマツカスタマーサポート㈱東京関越カンパニー コベルコ建機日本㈱上信越支社

新潟トランシス㈱新潟営業所 遠藤鋼機㈱

日本道路㈱北信越支店 東亜道路工業㈱北陸支店

真柄建設㈱ 射水工業㈱

北越工業㈱ 大成ロテック㈱北信越支社

鉄建建設㈱北陸支店 ㈱佐藤渡辺北陸支店

鹿島道路㈱北陸支店 千代田機電㈱

会員期間30年 日本サミコン㈱ 長栄工業㈱

会員期間20年 ㈱ニットク 　　　－

会　社　名

会員期間50年

会員期間60年

● 永年役員表彰（７年以上）　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　　　名 会社名・役員名

池野　正志 ㈱興和 代表取締役会長

● 優良建設機械運転員・整備員　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

種　別 氏　　名 所　　　属

運 転 員 落合　実佐男 世紀東急工業㈱

〃 関　　慎太郎 ㈱種村建設

〃 外 山　雅 志 日本道路㈱

〃 真 保　孝 之 福田道路㈱

〃 鈴 木　孝 司 ㈱北越トラスト

〃 仙 田　辰 也 北陸保全工業㈱

〃 須 藤　貴 志 丸運建設㈱

〃 井 熊　善 光 ㈱森下組

〃 岩 脇　健 司 道路技術サービス㈱

〃 荒 木　正 志 北川ヒューテック㈱

計 10名

整 備 員 清 水　義 光 ㈱笠原建設

計 1名
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特別講演

表彰式の終了後には特別講演として、北陸

地方整備局企画部長 池田 裕二様から「北陸地

方整備局における施策について」と題して、

ご講演を頂きました。

講演内容は下記に示す内容にてご講演され、

協会員の関連企業におかれましては、真剣に

聴講されておりました。

北陸地方整備局池田企画部長講演状況

通年、総会表彰式および特別講演の終了後に

は、懇談会が実施されております。

懇談会には、来賓を代表して岩見本部事務局

長様から挨拶を頂き、永年会員でおられます

（一社）北陸地域づくり協会の近藤理事長から

乾杯のご発声で開始されました。

通常総会の懇談会は久しぶりに実施したため、

皆様から喜んでいただけたものと思います。ま

た、懇談会の中締めは、副支部長でおられます

㈱興和の齋藤代表取締役社長に締めて頂きまし

た。

懇談会

乾杯発声の近藤運営委員・中締めの齋藤副支部長

■講演概要

Ⅰ．国土交通省および北陸地方整備局の予算概要 　３．魅力あるまちづくり・豊かな地域づくり

　　　防災・減災、国土強靭化のための5カ年加速化対策 　　・新潟駅周辺地区の整備

　　　北陸圏広域地方計画と社会資本整備重点計画 　　・新発田市月岡温泉街の魅力向上

Ⅱ．地域づくり 　　・信濃川やすらぎ堤かわまちづくり

　１．安全で安心な地域づくり 　　・長岡市のコンパクトなまちづくり

　　・管内の流域治水プロジェクト 　　・千曲川北信5市町かわまちづくり

　２．活力、成長力のある地域づくり 　　・国営越後丘陵公園の整備

　　・日本海沿岸東北自動車道 　　・妙高市中心市街地の整備

　　・新潟山形南部連絡道路 Ⅲ．災害対応

　　・国道49号　水原バイパス 　　・北陸地方整備局の防災体制

　　・新潟東西道路 　　・ＴＥＣｰＦＯＲＣＥの活動内容

　　・国道289号　八十里超 Ⅳ．社会資本の老朽化対策

　　・国道17号　六日町バイパス 　　・高齢化が進む社会資本

　　・国道470号　輪島道路（Ⅰ期・Ⅱ期） Ⅴ．建設業における担い手確保に向けた働き方改革

　　・上越魚沼地域振興快速道路 Ⅵ．インフラ分野のＤＸの推進

　　・国道8号　柏崎バイパス
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北陸地方における建設事業の円滑な推進を図る

ため、官公庁及び民間の建設会社において、新た

に研究開発された新技術・新工法等を報告するこ

とにより、研究開発技術の普及を図ることを目的

に開催されているものです。当北陸支部は主催構

成機関として、運営しています。

今回は令和4年度と同様にオンデマンド配信（Ｗ

ｅｂビデオ放映）とされ、令和6年1月10日～1月31

日までの土日を含む22日間とされました。昨年度

は14日間でありましたが、意見を反映し終日視聴

可能となり、視聴期間も長くなりました。

報告会の聴講募集期間に応募定員1,000名で、令

和4年度より約2割聴講者が増えており、関心があ

るものと推測されます。

発表課題は21題となり、①i-Constructionによる

生産性向上、インフラ分野のＤＸが8題と最も多く、

②社会資本の的確な維持管理・更新が6題、③雪に

強い地域づくり2題、④自然災害からの安全確保1

題、⑤環境保全と創造2題、⑥その他2題となりま

した。

当協会の会員からの発表は、福田道路㈱ 2題、東

亜道路工業㈱ 2題、世紀東急工業㈱ 1題、佐藤工業

㈱ 1題、真柄建設㈱ 1題、㈱興和2題で計9題の発表

がありました。

Akashiya Communication

建設技術報告会の開催概要

建設技術報告会

No. ﾃｰﾏ 報　　告　　論　　文　 発表会社名 支部会員

1 ① ダムコンクリートの高速運搬技術「ＳＣプレミアムベルコン」 清水建設㈱

2 ① ダム工事を一元管理するダム統括管理システムの開発 前田建設工業㈱

3 ① 新潟空港の埋立護岸空洞化要因の特定手法について 新潟港湾・空港整備事務所

4 ① 山岳トンネルの鏡吹付け管理システムの開発 鹿島建設㈱

5 ① 橋梁リニューアル統合管理システム「OBRIS」の開発 ㈱大林組

6 ① 法面工を対象とした、モバイル端末による高精度3D地上写真測量の試行 ㈱興和 ○

7 ① 土質定数推定システム「サウンディングAI」 五洋建設㈱

8 ① 音響カメラ搭載型ROV ㈱本間組

9 ② コンクリート床版用橋面舗装の端部防水工法 福田道路㈱ ○

10 ② 「塩分吸着剤」を添加した交換可能な成型パネルの接合による塩害抑止工法の開発 ㈱福田組

11 ② 防水および塩分吸着性能を兼ね備えた薄層表面処理工法『ＣＡＭシールＮＥＯプラス』 東亜道路工業㈱ ○

12 ② 積雪寒冷地に対応したひび割れ抑制舗装技術 福田道路㈱ ○

13 ② 大深度消雪井戸における、VP管による二重ケーシング施工のためのソケット開発 ㈱興和 ○

14 ② 改築推進であるベルリプレイス工法を用いた水道管（ダクタイル鋳鉄管）への適用 真柄建設㈱ ○

15 ③ スタック車両における『緊急脱出用具』の試行導入に向けた、フィールド試験結果の報告 北陸雪害対策技術センター

16 ③ 凍結抑制型音響道路-メロディザペックについて 世紀東急工業㈱ ○

17 ④ 両津港の定期航路安定を目指した耐震改良設計 新潟港湾空港技術調査事務所

18 ⑤ 散布型路上表層再生工法『エリクサーシール』 東亜道路工業㈱ ○

19 ⑤ CO2 固定型コンクリートの消波ブロック適用に向けた検討 ㈱不動テトラ

20 ⑥ 自己充塡覆工構築システムの開発 佐藤工業㈱ ○

21 ⑥
石川県における建設業の働き方改革の推進について
～いしかわ週休２日工事・ICTの活用等～

石川県
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けんせつフェア北陸2023ｉｎ金沢

けんせつフェア開催の概要

建設事業は、人口減少・高齢化、自然災害の頻

発・激甚化、国際競争力の強化、環境への対応と

いった課題に対応しながら、地域住民の理解と協

力のもと、既存社会資本の有効活用、技術開発に

よるコスト縮減等が求められ、安心で暮らしやす

い社会の実現や美しい国づくりを目指して一層の

推進が求められています。

けんせつフェア北陸は産・学・官の優れた新技

術・新工法を一同に集め、建設技術者の技術の研

鑽・高揚並びに技術情報の交流の場とし、一層の

高度化や広範囲な技術開発へとつなげるために開

6

主催挨拶：遠藤北陸地方整備局長主催挨拶：信太実行委員長

（北陸地方整備局企画部長）

来賓挨拶：大臣官房技術調査課

森川施工企画室長

「けんせつフェア北陸2023in金沢」の実行委員会（構成機関・団体）

国土交通省　北陸地方整備局
新潟県／富山県／石川県／新潟市／金沢市
東日本高速道路（株）新潟支社／中日本高速道路（株）金沢支社
(一社)日本建設業連合会 北陸支部／(一社)日本道路建設業協会 北陸支部
(一社)新潟県建設業協会／(一社)富山県建設業協会／(一社)石川県建設業協会
(一社)日本建設機械施工協会 北陸支部／(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会
(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部／(一社)建設電気技術協会 北陸支部
(一財)日本建設情報総合センター 北陸地方センター／北陸地質調査業協会
(一社)日本埋立浚渫協会 北陸支部／（一社）新潟県融雪技術協会
(一社)日本橋梁建設協会 北陸事務所
(一社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部
北陸ＰＣ防雪技術協会／(一財)新潟県建設技術センター／(一社)北陸地域づくり協会

催されています。北陸の開催は、新潟・富山・石

川県の3県で実施されおり、今回の16回目は石川

県産業展示館4号館で開催されました。

本フェアは、令和5年10月4日～5日の2日間で行

われ、「安全・安心」、「自然・文化」、「連

携・活力」の3テーマにより展示募集を行い、166

出展者から431技術の申し込みとなりました。今

回の開催でキャッチフレーズは『インフラＤＸが

明日を変える』に設定されたことから、展示技術

の3割以上にあたる139技術（70出展者）がインフ

ラＤＸの関連技術の展示でした。

Report
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Akashiya Communication

屋外展示場・ＩＣＴ特設展示場では、

「みて、ふれて、知る 新技術・新工

法」のサブタイトルに沿い、ＩＣＴ建

設機械等による実演・体験が行われ、

当北陸支部では配置計画から実践まで

の全てにおいて施工協力を行いました。

なお、今回はコロナ感染症が収束し、4

年ぶりにコロナ禍前のような活気ある

開催となり2日間で約4,921名が来場され

ました。

屋外展示場・ＩＣＴ特設展示場

当北陸支部は、従来と同様に

実行委員メンバーとなっており、

屋外展示場として、「施工実

演・体験」として施工協力を実

施しました。なお、ＩＣＴ展示

ブースを盛り上げるため、「な

にか、いいことあるかも」の企

画を行い、サイコロを2個転がし

てもらい数値合計により建設機

械ミニチュア（トミカ製）や粗

品（お菓子）を配布する面白

コーナーを設け、多くの学生さ

んが訪れ楽しまれておりました。

日本キャタピラー（同）の油圧ショベル320

コマツカスタマーサポート㈱

のPC138US-11

日立建機日本㈱の

ZX40U-5B

コベルコ建機日本㈱のSK75SR-7､SK30SR-7

出展技術および来場者数

屋外展示会場　配置図

アクティオ

三菱製鋼

ミルコン

クリエイ

ター

日本精機

日本ビソー

日立建機

日本

建設

システム

KDDI

グループ

シーティーエス

福井コンピュー

ター

創伸建設

コマツ粟津

工場

コマツ石川

コマツカス

タマーサ

ポート

屋内・屋外

アクセス通路

入場 退場

JCMA

当日受付

（記入所）

4号館 屋内展示会場

駐車場

コベルコ建機

北陸地方整備局

コベルコ建機

G 5

R 70

R 65

H 2

A 1

R 71

R 72

G 4

G 3 G 7

G 8

G 6 G 1

G 2

R 73
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2024ふゆトピア・フェアin北広島

除雪機械展示・実演会

2024ふゆトピア・フェアin北広島の開催概要

日本の豪雪地帯は、24道府県の532市町村にわ

たり、国土面積の51％を占め、総人口の約51％が

居住しています。雪国においては、雪を克服する

ための道路の除排雪、消雪施設や流雪溝の整備な

どが行われ、地域づくりに雪国の豊かな自然を活

かしたり利用したりする試みが行われています。

「ふゆトピア・フェア」は、国・地方公共団

体・企業・ＮＰＯ等、様々な方々が参加し、北国

のふゆの課題克服・ふゆを活かした地域づくりな

ど、ハード・ソフト両面にわたる技術や取組に関

する情報交換に加え、開催地である北広島市をは

じめとする雪国の魅力を広く発信することで、北

国における各主体の活動および相互の連携の発展、

地域振興を図ることを目的としています。なお、

開催は北海道、東北、北陸でリレー開催としてお

り、開催地の県・市と共同で実施しています。

今年度は、北海道北広島で開催され、開催テー

マとして「雪との共創、新時代、広げよう北広島

から」とされておりました。

ふゆトピアの前身は、昭和37年度に山形県新庄市

で開催された除雪機械展示および実演会であり、昭

和60年度からはこれまで個別開催していたシンポジ

ウム、研究発表会、見本市、除雪機械展示・実演会

の4つのイベントを同時開催することとしています。

「除雪機械展示・実演会」は当協会が運営し

ているもので、北広島市イベント広場で開催し、官

庁を含めた14企業等の最先端技術が展示され、6企

業の実演が行われました。出展各社とも最新技術を

搭載した除雪機械を出展しており、より除雪の効率

化を図っています。

「ふゆトピアシンポジウム」は、北広島市芸

術文化ホールで㈱ZENSHINCONNECTの“杉谷拳

士”氏による基調講演「前進の心得」と、「共に創

る近未来(2050年)の北海道の冬を考える」と題して

パネルディスカッションが行われました。

「ふゆトピア展示会」は、エスコンフィールド

HOKKAIDOにて、冬期における生活環境や防災力

の向上、観光振興、地域活性化など、企業・団体・

行政による克雪、利雪、親雪に関する技術屋取組等

をブース展示し、来場者に広く情報発信が行われま

した。

「ふゆトピア研究発表会」は、北広島市芸術

文化ホール「大ホール」にて、積雪寒冷地における、

安全・安心な生活を送るための新技術への挑戦や開

発、地域協働等の発表を通じて、積雪寒冷地で取組

を行う参加者同士の意見交換等が行われました。

Report
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北陸支部会員の出展社状況

【出典内容】ベルトコンベアを採用し確実で安定した

搬送量を実現した４t級凍結防止剤散布車を展示。また、

残塩対策用にオプション設定したバイブレータ装置型

も展示

【出展内容】ロータリ除雪車ＨＴＲ３０８、小形除雪車

ＨＴＲ８８、ＫＢＲ１０８、凍結防止剤散布車ＮＷＳ３

５ＳＳ５に加え、初のお披露目となる一車線積込型ロー

タリ除雪車ＨＴＲ３０８Ｌの５台を展示

【出典内容】出力の大きい２．６m級（４００ＰＳ）の

ロータリ除雪車ＮＲ４０３型で、最終４次排出ガス規制

に対応し環境にも配慮したエンジンを搭載したもの展示

【出典内容】除雪用タイヤショベルの人への接触防止を

未然に防ぐ「ナクシデント」の実演を実施。また、４t

ダンプカーに取付可能な折り畳み式補助アオリ「この雪

運びマス」を展示

Akashiya Communication

２ ＮＩＣＨＩＪＯ ３ 新潟トランシス

６ 範多機械 ８ カナモト

除雪機械展示・実演会 （展示ブース配置状況）
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除雪機械安全施工技術講習会

除雪講習会の開催概要

講習会開催日および講習会プログラム

本除雪講習会は、道路除雪作業に使用する除雪

機械を運転するにあたって、道路における危険を

防止し、安全及び効率的な施工を習得していただ

くことを目的に開催しています。

この講習会は、昭和56年に除雪機械安全点検整

備講習会としてスタートし、昭和61年から除雪機

械管理施工技術講習会としているもので、令和2年

度から、アンケートの実態及び安全管理の重要性

等を踏まえ、「除雪機械安全施工技術講習会」と

して開催しています。なお、受講者が県道・市町

村道の除雪従事者の占める割合が多いことから、

テキストを令和3年度に当協会北陸支部の雪氷部会

で全面改訂を行い、更に「除雪機械による立ち往

生車両の牽引」の部分改訂を行ってきました。

令和5年度の講習会会場は、講習会アンケート結

果及び定員オーバー等の発生から「上越会場」を2

日とし、隔年開催としている「能登会場」の実施、

新潟会場と富山会場は従前から2回実施し、全会場

では8箇所11回の講習会の開催を行いました。

なお、受講者の希望者に応じて、(一社) 全国土

木施工管理技士会連合会の継続学習制度ＣＰＤＳ

の発行(ユニット数５)を行いました。

Report
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会 場 名 開催日

魚 沼 会 場 10月 2日(月)

富山会場 (1) 10月10日(火)

富山会場 (2) 10月11日(水)

新潟会場 (1) 10月16日(月)

上越会場 (1) 10月17日(火)

上越会場 (2) 10月18日(水)

村 上 会 場 10月19日(木)

長 岡 会 場 10月20日(金)

能 登 会 場 10月24日(火)

金 沢 会 場 10月25日(水)

新潟会場 (2) 10月31日(火)

合　計

107

168

　富山産業展示館　大会議室

　新潟県建設会館

　ハイブ長岡

　上越商工会議所 97

　上越商工会議所 65

1,147

会　　　　場 受講者数(人)

　魚沼市地域振興センター

124

73

44

67

　富山産業展示会　大会議室 105

　新潟県建設会館

　村上市民ふれあいセンター

　石川県立生涯学習センター

　石川県地場産業振興センター

105

192

時　間

  9:30～

  9:55～10:00

 10:00～10:30

 10:30～11:15

 11:15～12:00

 13:00～14:30

 14:30～16:00

 16:00～ 　受講証の交付、閉講

　除雪への取組について 　国土交通省北陸地方整備局

　除雪ドーザ及び除雪グレーダの点検・取扱上の留意点 　除雪機械メーカ 技術担当者

　ﾛｰﾀﾘ除雪車及び凍結防止剤散布車の点検・取扱上の留意点 　除雪機械メーカ 技術担当者

　(一社)日本建設機械施工協会

　道路除雪計画及び除雪施工法の留意点 　除雪施工　技術担当者 等

　除雪作業における安全管理他について 　除雪施工　技術担当者 等

　(一社)日本建設機械施工協会

 科　　　　目 講　　師

　受　付

　開　会
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令和元年度から令和5年度の5箇年による

除雪講習会の受講者数は、少雪傾向であっ

た令和元～2年度では800名強でありました

が、令和5年度は1,100名を越え、令和2年度

と比較した場合では、約3割以上の受講者

数が多くなっています。

この理由として、令和2年度と令和3年度

において、北陸地域における西部地区の冬

期降雪量が多く、オペレータ不足が発生し

た理由と思われます。

講習会の改善意見として、アンケート結

果から「除雪の機能構造の短縮への検討」、

「安全管理（事故事例）の時間延長の要

望」、「素人と中堅オペレータの別講習の

設置」が上げられております。

富山会場の講習状況

除雪機械のオペレータの高齢化や若手オペ

レータの確保などの課題が顕著化されているこ

とから、アンケート調査から受講者年齢につい

て調べた結果、下記に記載する結果となりまし

た。

① 除雪機械オペレータの年齢構成で40代が最も

多く、次に多いのは50代となっている。

② 40代、50代、60代以上のオペレータ割合は全

体の約60％と変化がない。

③ 30歳までのオペレータ割合は近年微増してい

たが、今年度は若干低くなっている。

なお、除雪講習会の受講年齢は、オペレータ

の年齢構成でないため、令和5年9月にとりまと

めを実施した「道路除雪オペレータ実態調査」

で記載しています。

Akashiya Communication

R2受講者数 割合 R3受講者数 割合 R4受講者数 割合 R5受講者数 割合

19歳まで 32人 4% 42人 4% 53人 5% 48人 4%

20～29歳まで 112人 15% 166人 18% 192人 18% 186人 16%

30～39歳まで 125人 17% 166人 18% 187人 18% 192人 17%

40～49歳まで 212人 28% 264人 28% 295人 28% 308人 27%

50～59歳まで 163人 21% 198人 21% 208人 20% 250人 22%

60～69歳まで 95人 13% 85人 9% 92人 9% 123人 11%

70歳以上 18人 2% 15人 2% 12人 1% 21人 2%

計 757人 100% 936人 100% 1039人 100% 1128人 100%

ｱﾝｹｰﾄ回収率 98% 97% 99% 99%

令和5年度
年　齢

令和2年度 令和3年度 令和4年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2受講者数

R3受講者数

R4受講者数

R5受講者数

4%

4%

5%

4%

15%

18%

18%

16%

17%

18%

18%

17%

28%

28%

28%

27%

21%

21%

20%

22%

13%

9%

9%

11%

2%

2%

1%

2%

除雪講習会の受講年齢割合(R2～R5）

19歳まで 20～29歳まで 30～39歳まで 40～49歳まで

50～59歳まで 60～69歳まで 70歳以上

過去5箇年の除雪講習会受講者数の推移過去5箇年の除雪講習会受講者数の推移

除雪講習会の受講者年齢の実態
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■実践者クラスの開催日時及び参加者

■実践者クラス講習会のプログラム

ＩＣＴ活用講習会の開催概要

実践者クラス講習会

i-Constructionにおける「ＩＣＴ技術の全面的な

活用による生産性向上」の推進から、北陸地域へ

のＩＣＴ導入・普及・拡大を継続的に推進するた

め、北陸ＩＣＴ戦略推進委員会で定めた令和5年度

「ＩＣＴ普及・拡大 講習会・研修ロードマップ」

及び「ＩＣＴ普及・拡大計画工程表」に基づき、

実践者クラスの講習会は、新たに基準類が制定

された「ＩＣＴ床固工」、「ＩＣＴ小規模土工」

の積極的な推進から、昨年度は富山会場のみでし

たが、今年度は新潟会場が追加されました。富山

会場は11月16日の午前の部と午後の部に、新潟会

場は11月29日の午前の部と午後の部の4班体制にて

実施しました。

富山会場は申込者数32人で参加者は27人、新潟

会場は申込者数26人で悪天候のため参加者は15人

となりました。実践者向け講習内容は、座学とし

規模土工で活用できる3次元計測技術」、施工実技

として「3DMCバックホウの法面整形講習」及び

「3DMGミニバックホウによる床堀演習」、測量実

技として、昨年度の講習で好評であった「モバイル

端末による面管理」や「TLSによる多点計測」を実

施しました。

3ＤＭＧミニバックホウ（0.25㎥ 級）及び3ＤＭＣ

バックホウ（0.45㎥ 級）の施工実技においては、昨

年度と同様、3ＤＭＣを現場にて使用することで出

来形に問題なく施工ができるとの声が多く聞かれま

した。

入門者クラス及び実践者クラスの講習会開催につ

いて、ＪＣＭＡ北陸支部は全面的に協力を実施し

ました。

なお、令和5年度に北陸技術事務所構内にて「北

陸インフラＤＸ人材育成センター」が設置される

ため更に協力していく所存です。

ＩＣＴ活用講習会（実践者・入門者クラス）
Report
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■入門者クラス講習会のプログラム

実践者クラス（富山）基準局設置 実践者クラス（富山）３ＤＭＣ操作講 コントロールパネル操作講習

実践者クラス（新潟）講習状況 実践者クラス（新潟）操作演習 コントロールパネル確認

Akashiya Communication

入門者クラス講習会

入門者クラスの講習会は、ＩＣＴ活用の経験が

無い初級者を対象に実施するもので、昨年度と同

様「Ｗｅｂ講習会」で開催計画を行いました。

開催は12月22日の予定で、申込みはGoogleフォー

ムにて作成して自動集計とし、申込者には受講に

あたってのＵＲＬ、注意事項、講義資料の自動返

信を行う方式としました。

しかしながら、12月21日からの大雪予報に伴い、北

陸地方整備局において雪害対応が想定されたため、

講習会を「中止」することが決定されました。これにより、

受講者予定者442名全員に「開催中止」のお知らせを

行いました。

なお、この参加者数が多いことから、次年度以降の

講習会有無について検討が必要と思われる。

講義内容 講師所属 講師 講師Ｗｅｂ箇所

北陸地方整備局

４Ｆ会議室

（一社）日本建設機械施工協会

機械振興会館内

㈱国土開発センター ㈱国土開発センター

徳田　義孝、東　龍生 石川県白山市八束穂3-7

北陸地方整備局

４Ｆ会議室

小幡建設情報・施工高度
化技術調整官

北陸地方整備局

　開会挨拶・ICT活用の概要 北陸地方整備局

　北陸地方整備局における
　　　　　　インフラＤＸの取り組み

企画部施工企画課
遠山専門調査官

　ＩＣＴ活用工事の流れ 日本建設機械施工協会

　ＩＣＴを活用した測量業務等の概要 全国測量設計業協会

サイテックジャパン㈱
鈴木　勇治



　

　

　

　

　

14

オペレータ実態調査の継続状況

実態調査の概要

雪国の道路除雪を支える除雪機械のオペレータ

において「高齢化対策」や「オペレータ不足」と

言った課題が多く聞かれることから、当協会北陸

支部において、オペレータ数の経年変化の実態を

把握するため、北陸地方整備局、新潟県、富山県、

石川県の道路除雪の受注者約120社を対象に平成10

年度、平成16年度、平成21年度、平成27年度に実

態調査を4回実施しており、今回の調査は7年ぶり

に調査を行ったものです。

過去の実態調査は経年変化をより明確とするた

め、調査対象企業を固定とした調査でしたが、除

雪作業非受注等を理由とするアンケート回収数の

低下が地方自治体関係企業で散見されたため、調

査表の回収率の向上を図るために当協会で開催し

ている「除雪機械安全施工技術講習会」の参加企

業を対象に一部見直しを行い、調査を実施しまし

た。

今回調査では、複数の道路管理者の除雪作業を

受注している場合があることから、発注機関毎に

区分が可能な場合において、国、県、市町村別に

作業体制を記入できるよう見直しを実施しました。

その結果、従前の調査に比べ地方自治体データ

が多く回収されることとなったため、今後のデー

タ蓄積により地方自治体の課題抽出の一助となる

ことが期待できます。

29 29 29 32 33

15 18 15
25 307

13
10

19
26

7
9

7

20

25

58
69

61

96

114

0

50

100

150

H10 (1998) H16 (2004) H21 (2009) H27 (2015) R4 (2022)

（
社
）

アンケート回答企業

北陸地整（直轄） 新潟県 富山県 石川県

アンケート回答企業

（提出企業数）

H27
(2015)

H21
(2009)

H16
(2004)

H10
(1998)

継続
調査

発注機関
毎のため
追加件数

従来企業
調査なし

調　査
新規追加

５回
回答

４回
回答

３回
回答

２回
回答

１回
回答

33 0 0 0 32 29 29 29 23 7 3 0 0

21 21 △ 7 8 25 15 18 15 8 5 2 7 8

14 11 △ 8 12 19 10 13 7 3 4 2 5 12

8 12 △ 16 18 20 7 9 7 2 1 1 2 19

76 44 △ 31 38 96 61 69 58 36 17 8 14 39

－ － － － 32% 15% 7% 12% 34%

富山県内

石川県内

計
158

R04
(2022)

H10～R04の調査回答数

継続調査等

直　　　轄

新潟県内

アンケート回答企業数と持続性

下記表には、平成10年度から令和4年度までのア

ンケート回答の継続状況を示すが、5回のアンケー

トにおいて、1回のみ回答者は全体の34％を示し、

3回以上の持続性があるデータは54％、平成10年度

から令和4年度まで5回連続して回答を得ている割

合は全体で36社の32％を示します。

令和4年度のアンケート調査箇所は、平成10年度

から平成27年度までのアンケート依頼において、

回答がなかった企業や除雪事業から撤退している

企業を除外し、合わせてオペレータの少人数の企

業に対して見直しを実施しました。

持続性の観点では若干懸念がありますが、平成

27年度調査の継続回数企業が6割強を占めるため、

経年変化の把握には十分なものと判断しました。

道路除雪オペレータ実態調査Report

7
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Akashiya Communication

除雪機械オペレータの年齢構成および事業所毎のオペレータ数

実態調査は、除雪作業の繁忙期である令和

5年1月に実施し、3月末に回収した結果114社

からのからの回答があった。調査とりまとめ

は、オペレータの「確保状況」、「年齢構

成」、「勤務体制」、「充足状況」、「不足

数」等を行い、その中で「年齢構成」では、

平成16年度調査から年々高齢化傾向を示して

おり、令和4年度は更に高くなっています。

前回調査との比較では、20歳代は若干増加

しているものの30歳代が9ポイント減少して

います。一方、40歳以下では7ポイント減少

し、51歳以上は5ポイント増加しており、オ

ペレータの高齢化が一層進んでいるいること

が確認されました。更には71歳以上のオペ

レータが引き続き増加し、若手入職者不足を

高齢オペレータが補っているものと推測され

ます。

除雪業者の事業所あたりのオペレータ数で

は、前回調査の平成27年度の中央値は「16～

20人」であったが、令和4年度では「11～15

人」を示している。相関して、平年並みの降

雪でも人員が不足するとの回答が3割に達し、

オペレータ不足が深刻化していることが浮き

彫りとなりました。

なお、実態調査報告は（一社）日本建設機

械施工協会北陸支部のホームページにて、概

要版と詳細版を公開しています。

1%

1%

0%

0%

1%

10%

8%

9%

18%

21%

14%

23%

27%

25%

19%

31%

29%

24%

23%

30%

26%

23%

28%

28%

26%

15%

15%

13%

6%

3%

3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 (2022)

H27 (2015)

H21 (2009)

H16 (2004)

H10 (1998)

年齢構成の推移（全体）

20歳以下 21～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71歳以上

オペレータの年齢構成の推移

15%

13%

11%

14%

15%

26%

21%

18%

22%

17%

18%

15%

16%

7%

11%

11%

16%

8%

7%

14%

6%

15%

5%

10%

5%

5%

3%

7%

10%

9%

8%

7%

15%

13%

11%

3%

4%

5%

10%

5%

7%

7%

15%

6%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 (2022)

H27 (2015)

H21 (2009)

H16 (2004)

H10 (1998)

オペレータ数（事業所あたり）の推移（全体）

1～5人 6～10人 11～15人 16～20人 21～25人 26～30人 31～40人 41～50人 51人以上

事業所毎のオペレータ数の推移

「建設通信新聞」の掲載記事

掲載日：左側：2023年10月24日

右側：2023年12月18日



　

　

　

　

　

                         

                                          
                              
                                       
                          

                                      
                             

 

             
            
             
            
            
      

             
            
            
            
            
            
        

新潟市車道除雪オペレータ研修状況新潟市車道除雪オペレータ研修講習状況（穂苅技師長）
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講習会の説明資料の一部

除雪講習会の講師派遣

除雪作業に伴う講習会等において、国土交通省

や地方公共団体等から要請を受け、毎年講師の派

遣を実施しています。

今年度も従来とあまり変化がありませんが、地

方自治体からは、妙高市が開催する「除雪作業に

関する安全講習会」、新潟市が開催する「新潟市

車道オペレータ研修」、ＪＣＭＡ本部で開催して

いる「関東甲信地区道路除雪講習会」、更に直轄

関連としては国土交通大学校からは「施工企画研

修 維持用建設機械（除雪機械）」について、４箇

所の支援を行っています。

なお、当協会で作成している「道路除雪施工の

手引」のテキストを基本的に使用するものとして

おり、あまり使用されていない除雪機械について

は割愛しています。

一              会   部

     新潟市車道除雪オペレータ研修            

     の除雪（           

新潟   市  道   の車   状況     市  道   の車   状況新潟    市     車道 の車   状況

除雪        タ  車 の除   車   の除雪（           ）

                                             

                                            

                                          

    車           

    の  

  

            

                         

除雪            
        

                  

     の ータ 除雪車
        道       の除雪     

     市     道   ー       

  

除雪         車 の   

 

地方自治体等への除雪講習支援Report

8

実  講習会名 依頼者 講習 員 講習場所等

 令和      3  ( )  除 作業    安全講習会   市 7 名    勤労者研修セ ター

 令和         ( ) 　 東甲信  道 除雪講習会   ＭＡ 部   名
   振興会館（東京都港 ）
  面＋Ｗｅｂ講習会

 令和         ( )  新潟市車道オペレータ研修
新潟市土木部
土木総務課

6 名  新潟 ルサ

 令和         (木)  維持用建設機械 除 機械  土    学校   名 　 土   学校（東京都小平市）
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現場見学会の開催概要

Akashiya Communication

令和4年度の歩道除雪機の貸付の実態

現場見学会は、令和元年度にＩＣＴ活用工事

（大河津分水路工事）を開催して依頼、令和2年度

から令和4年度の3箇年において、新型コロナウイ

ルス感染症防止対策として中止しておりましたが、

4年ぶり開催を行いました。

今年の開催は、普及部会委員の提案により、Ｉ

ＣＴ関連で建設機械の組み立て工場を是非みたい

との要望から企画を行ったものです。

見学会の開催は10月12日に実施し、金沢駅もし

くは石川県産業展示館での現地集合とし、午前中

は「コマツ粟津工場」を見学しました。工場内の

ライン生産は日本はもとより、アメリカ、ヨー

ロッパ、アジアなど世界各国において、建設・鉱

山機械・産業機械・車両などに展開されているよ

うです。

コマツ粟津工場の組立は、全てライン生産が行

われており、組立部品が1台毎に容器に入っており

組立漏れがないように整備されいること、また、

組立段階毎に検査が実施されおり、検査員の殆ど

が女性であり活躍されておりました。

その後、日本に1台しかない超大型ダンプトラッ

ク930Eと超大型油圧ショベルPC4000の展示されて

いる「こまつの杜」の見学を行い、昼食はめった

に経験できない航空自衛隊の食堂を利用させてい

ただきました。

昼食後には「防衛省航空自衛隊小松基地」で広

報資料館および航空機の整備状況を見学しました。

見学中においては、航空機の訓練で爆音がすご

く大きく、隣同士の会話が全く聞こえませんでし

た。

残念なこととして、小松基地内での写真撮影が

禁止のため、ネット検索の写真を添付しています。

小松基地では航空整備員体制や救助ヘリなどの

説明があり、参加者の皆様から貴重な経験をさせ

て頂き、「大変良かった」との声がありました。

コマツ粟津工場内のライン生産状況

参加者の記念撮影（こまつの杜）

航空自衛隊小松基地の訓練飛行（ＨＰより）

ＪＣＭＡ現場見学会
Report

9
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技能評価試験の概要

受検者数および受検種別毎の受検者国籍

外国人技能実習制度の現状は、開発途上国等の青

壮年労働者を一定期間日本の産業界に受け入れて、

産業・職業上の技能・技術・知識を習得させ、開発

途上国への技術移転を図り、その国の経済発展を担

う人材育成を寄与する目的としています。

しかしながら、我が国の人手不足が深刻する中、

外国人が日本の経済社会の担い手となっている現状

を踏まえ、人権を配慮しつつ、産業及び経済並びに

地域社会を共に支える一員として外国人の適切な受

入れを図り、最大限に発揮できる多様性に富んだ活

力ある社会を実現するため、新たな制度として見直

しが行われています。

この制度は、平成29年11月に施工され、令和4年度

末の技能実習生数は約32万人在職していると言われ

ています。

技能実習制度は、農業、漁業、建設、食品製造等の

多種多様の職種がありますが、建設関係では22種33作

業のうち、「建設機械施工」として、当協会本部が厚

生労働省の承認を受け、外国人技能実習生の技能評価

試験を行っています。

当協会は平成25年までは全国で100～200人の受験者

数で推移していましたが、年々増加傾向が続き、受験

者数が年間約6,500人となっています。よって、北陸

地域においては、令和3年度から北陸支部が担当する

技能評価試験が金沢市で行われています。

令和3年度及び令和4年度は、年4回（5･8･11・3月）

で4日間、令和5年度は、1月が追加され年5回で7日間、

令和6年度は年5回で9日間を計画しており、年間行事

のウエイトが年々高くなっています。

外国人技能評価試験Report

10

級別 種別 国籍 5月 8月 11月 1月 3月 計 R4参考

ベトナム 6 8 6 13 11 44 27

ミャンマー 2 2 0

フィリピン 4 2 6 5

タイ 4 4

中国

インド 2 1 3

カンボジア 1 4 5 2

インドネシア 8 6 12 7 6 39 27

ベトナム 6 6 5 6 23 14

ミャンマー 1 2 3 2

フィリピン 2 2 4

タイ

カンボジア 3 3

インドネシア 3 5 3 7 18 4

中国

27 34 32 25 36 154 81

級別 種別 国籍 5月 8月 11月 1月 3月 計 R4参考

ベトナム 11 11 3 25 37

ミャンマー 2 2 1

カンボジア 1 1

インドネシア 2

中国

ベトナム 8 4 1 13 17

ミャンマー

インドネシア 3

フィリピン 2

中国 2 2

21 17 5 0 0 43 62計

初級

掘削

締固め

計

専門級

掘削

締固め

ベトナム

42%

ミャンマー

2%フィリピン

6%
タイ

4%

インド

3%

カンボジア

5%

インドネシア

38%

外国人評価試験 初級（掘削）国籍

ベトナム ミャンマー フィリピン タイ

中国 インド カンボジア インドネシア

ベトナム

45%

ミャンマー…フィリピン

8%

カンボジア

6%

インドネシア

35%

外国人評価試験 初級（締固め）国籍

ベトナム ミャンマー フィリピン

タイ カンボジア インドネシア

ベトナム

87%

中国

13%

外国人評価試験 専門級（締固め）国籍

ベトナム ミャンマー インドネシア フィリピン 中国

ベトナム

89%

ミャンマー

7%

カンボジア

4%

外国人評価試験 専門級（掘削）国籍

ベトナム ミャンマー カンボジア インドネシア 中国
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認定試験は、JCMA本部が作成した「標準テキス

ト」を正しく理解して、顧客などに正確に説明で

きる担当者を認定する目的として開催しており、

一定以上のレベルに到達していると判定されたも

のはマスターと認定しているものです。

また、更新講習は試験に合格した施工講習説明

者を対象に国土交通省が新規に策定する要領等の

最新の情報・動向の提供・周知を目的に、より一

層の普及を目的に開催しているものです。

令和5年度においては、感染コロナウイルス感染

症が収束気味であることから、事前にＩＣＴ施工

メーカー等に新潟開催の必要性を伺ったところ、

施工説明者試験および更新講習の各々10名以上の

開催希望があったことから、11月22日に4年ぶりに

開催したものです。なお、最終人数は施工説明者

試験は15名、更新講習は17名の参加となりました。

施工説明者試験の試験科目

Ａ：「i-ConstructionとＩＣＴ活用工事」

Ｂ：「ＴＳ，ＧＮＳＳ計測」

Ｃ：「ＵＡＶ、ＬＳ計測」

Ｄ：「ＩＣＴ建設機械」「施工履歴データ」

Ｅ：「ＩＣＴ土工」

Ｆ：「ＩＣＴ舗装工」

Ｇ：「３次元データ」

i-Construction更新講習による説明資料（一部抜粋）

＊試験科目は７種類あり、個別に受験が可能である。

i-Construcｔion施工説明者試験・更新講習

施工説明者・更新講習の概要

Report

11



　

　

　

　

　

能登半島地震支援Report

12

災害対策用機械 前進集結状況R6.1.14 （富山防災センター）

2024年1月1日午後4時10分、石川県能登地方を震

源とするマグネチュード7.6の地震が発生し、津波

や余震、地震に伴う火災により、1ヶ月後で災害関

連死が疑われる15人を含む238人が死亡し、避難所

で暮らすのは1万4000人超におよびます。

国土交通省は全ての地方整備局からTEC-FORCE

を派遣し、2月22日現在77班241人が派遣中とされて

います。また、災害対策機械においては、照明車、

排水ポンプ車、対策本部車、給水機能付散水車が

各地域に配備されています。

JCMA北陸支部では、災害応急対策業務に関する

協定を締結しており、災害対策用機械の現地整備

を会員3社（千代田機電㈱、㈱三越、㈱山崎サービ

ス）で実施しています。

能登半島地震による輪島市の罹災状況

能登半島地震による道路緊急復旧の状況・土砂発生状況（北陸地方整備局ＨＰから）
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■ゴルフ大会 成績表

大会前の記念撮影等 優勝者の金子 剛さん（左側）

日本建設機械施工協会北陸支部会員の親睦を図

るため、毎年1回開催しており、今年度令和5年9月

15日に親睦ゴルフ大会をノーブルウッドゴルフク

ラブ（新発田市藤塚浜）で開催しました。

今年の参加者は、競技は例年どおり秋晴れのな

か、事務局を含めて18人でプレーを楽しみました。

協議はＷペリア(12Ｈ)方式で全てのロングホー

ル・ショートホールでドラコン賞4ホール、ニヤ

ピン賞4ホールで行われ、例年に上位に食い込む

参加者において欠席となったかわ不明ですが、今

年度の優勝者は㈱加賀田組の「金子 剛」様が見

事に優勝されました。優勝者のグロスは98であり

ましたが、隠しホールのＨＤＣＰが多かったよう

です。

次回のＪＣＭＡ親睦ゴルフ大会には、大勢の出

席者を期待しています。

順　位 競技者名 OUT ＩＮ GROSS HDCP NET 受賞

優　勝 金子　　剛 52 46 98 27.6 70.4

準優勝 早川　直人 45 44 89 18.0 71.0

３　位 矢尾板　勝仁 39 43 82 8.4 73.6

４　位 星野　成彦 47 40 87 13.2 73.8 NP.11

５　位 齋藤　浩之 43 47 90 15.6 74.4

ＪＣＭＡ親睦ゴルフ大会Report
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■ 令和４年度北陸支部支部監査 ■ 令和５年度企画部会打合せ会議

　月　日： 令和５年４月２５日（火）　 　月　日： 令和６年２月１５日（木）

　場　所： 興和ビル10F　小会議室 　場　所： 北陸支部事務室

　出席者： 樋口、二宮　支部監査役 　出席者： 堤　事務局長　他3名

　議　題： 業務監査（支部業務全般にわたる適正 　議　題： ①令和6年度事業計画の立案について

　　　　　　　適法性について） 　 ②令和6～7年度の部会長・委員の選定について

会計監査（貸借対照表、正味財産増減計算書 ③令和5年度2月からの今後の予定について

　　　　　　　財産目録の適正、適法性について）

■  令和５年度第１回運営委員会、 ■ 令和５年度第２回運営委員会

　　　　　　　　　北陸支部第1２回通常総会 　月　日： 令和６年３月１８日（月）

　月　日： 令和５年５月２３日（火）　 　場　所： 新潟東映ホテル

　場　所： 新潟東映ホテル 　出席者： 丸山　北陸支部長　他18名

　出席者： 岩見　本部事務局長 　議　題： ①令和6年度事業計画及び予算について

丸山　北陸支部長　他１６名（運営委員） 　 ②優良建設機械運転員・整備員表彰(案)について

大川　顧問 ③あかしや通信No.42の発刊について

支部監査2名、事務局5名、その他会員53社

　議　題： ①令和4年度事業報告及び決算報告について

　 ②令和5年度事業計画及び収支予算について

③令和5年度永年会員・永年役員の表彰

④優良建設機械運転員・整備員表彰

■ 「けんせつフェア北陸2023in金沢」 ■ 令和５年度　北陸地方防災エキスパート運営委員会

屋外展示希望者事前会議 　月　日： 令和５年５月３０日（火）　

　月　日： 令和５年４月１９日（水） 　場　所： アートホテル新潟駅前　４Ｆ越後

　場　所： 興和ビル　７Ｆ会議室 　出席者：  堤　事務局長

　出席者： 堤　事務局長 　議　題： ①令和4年度活動報告について

発　表： ①けんせつフェア実施計画について ②専門防災エキスパートの選出について

②出展募集要領について ③防災エキスパート活動全般について

③全体運営体制（案）について

④前回開催（2021)の出展企業配置について

⑤2023屋外展示計画・確認事項について ■ 「けんせつフェア北陸2023in金沢」第２回実行委員会

　月　日： 令和５年６月１２日（月）

■ 第１回企画部会 　場　所： 北陸地方整備局４Ｆ　共用会議室

　月　日： 令和５年４月２７日（木）　 　出席者： 堤　事務局長

　場　所： 書面表決 発　表： ①出展募集結果について

　議　題： ①令和4年度事業報告について ②実施計画(案）について

②令和4年度決算報告について ③会場配置計画（案）について

④修正予算について

■ 令和５年度　ICT活用講習会事前会議

　月　日： 令和５年４月２８日（金）　 ■ 第８回新潟県除雪オペレータ担い手確保協議会

　場　所： 北陸支部事務室 （本部協議会）

　出席者： 堤　事務局長 　月　日： 令和５年７月２８日（金）　

　議　題： ①ＩＣＴ導入協議会（意見要望、普及拡大に向けた 　場　所： 新潟県庁　２０１会議室

　取組について 　出席者： 穂苅　技師長

②令和5年度北陸ＩＣＴ戦略推進委員会の活動方針 　議　題： ①第7回本部協議会の振り返り

③入門者および実践者クラスの講習会について ②令和4年度の地域協議会における取組について

③令和5年度の協議会予定について

④北陸地方整備局における防災に関する最近の話題
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■「インフラＤＸ人材育成センター」整備におけるカリキュラム ■建設インフラＤＸソリューションセミナー２０２３

　月　日： 令和５年９月７日（木）　 　月　日： 令和５年１２月８日（金）　

　場　所： Ｗｅｂ会議 　場　所： 石川県地場産業振興センター　第２研修室

　出席者： 堤　事務局長 主　催： 福井コンピューター㈱中部営業所

　議　題： ①北陸インフラＤＸ人材育成研修計画について 共　催： （一社）日本建設機械施工協会北陸支部

　内　容： ①北陸地方整備局におけるインフラＤＸの取り組み

■けんせつフェア北陸2023in金沢の屋外展示計画会議 ②建設ＤＸを目指した取り組み事例の紹介

　月　日： 令和５年９月８日（金）　 ③現場におけるＩＣＴ技術の活用事例

　場　所： 北陸支部事務室 ④ＦＣソリューションの紹介

　出席者： 堤　事務局長＋北陸地方整備局職員

　議　題： ①屋外展示配置計画について ■令和５年度 ＩＣＴ活用講習会（入門クラス）の開催

②屋外展示物搬入・搬出計画について 　　　　　　　　１２月２１日雪害対応の想定から中止

③屋外展示の発動発電機計画について 　月　日： 令和５年１２月２２日（金）

④大型建設機械の敷鉄板等の計画について 　場　所： Web講習会（発信：新潟総合テレビ ゆめディア301）

　出席者： 堤　事務局長

■ 第９回新潟県除雪オペレータ担い手確保協議会 受講者： 予定者442名

（本部協議会） 講義内容： ①ＩＣＴ活用の概要

　月　日： 令和５年１１月２日（木）　 ②ＩＣＴ活用工事の流れ

　場　所： 自治会館　301号室 ③ＩＣＴを活用した測量業務等概要

　出席者： 穂苅　技師長 ④北陸地方整備局のインフラＤＸの取り組み

　議　題： ①第8回本部協議会の振り返り

②担い手確保の取り組み計画について ■ ふゆトピア・フェアin北広島（除雪機械展示・実演会）

　月　日： 令和６年１月１０日（水）～１１日（木）

■ 「けんせつフェア北陸2023in金沢」 　場　所： 北海道北広島市（北広島イベント広場）

　月　日： 令和５年１０月４日（水）～５日（木） 　出席者： 丸山　支部長　他１名（視察団派遣）

　場　所： 石川県産業展示館４号館   除雪機械出展者:12社

　出席者： 堤　事務局長　他２名 　来場者数：1,800名

出展者： 北陸支部会員　８社

来場者： 4,912名 ■ 能登半島地震における防災エキスパート派遣等

　月　日： 令和６年１月１４日（日）～１６日（火）

■ 令和５年度　ＩＣＴ活用講習会（実践者クラス）の開催 　場　所： 北陸地方整備局富山防災センター

　　（富山地区） 派遣者： 宮島　普及部会委員

　月　日： 令和５年１１月１６日（木）　 　活　動： ①災害対策用機械の運営管理に関する助言

　場　所： 北陸技術事務所富山出張所 ②平成24年5月21日付け「災害応急対策業務

　出席者： 堤　事務局長 　　に関する協定」により災害対策機械の整備

　内　容： ①3DMGミニバックホウによる操作演習

②3DMCバックホウによる操作演習 ■ 企画部会等打合せ会議

　参加者： ２７名 　月　日： 令和６年２月１５日（木）

　場　所： 北陸支部事務室

■ 令和５年度　ＩＣＴ活用講習会（実践者クラス）の開催 　出席者： 本間　普及部会長、企画委員2名

　　（新潟地区） 　議　題： ①令和6年度事業計画の立案について

　月　日： 令和５年１１月２９日（水）　 ②令和6～7年度の部会長・委員の選出について

　場　所： 北陸技術事務所構内 ③第13回通常総会までの会議日程について

　出席者： 堤　事務局長

　内　容： ①3DMGミニバックホウによる操作演習 ■ 広報委員会

②3DMCバックホウによる操作演習 　月　日： 令和６年２月２２日（木）

　参加者： １５名 　場　所： 興和ビル　１０Ｆ小会議室

　出席者： 宮村　広報委員長　他5名

■ けんせつフェア北陸2023ｉｎ金沢 　議　題： ①「あかしや通信」掲載記事について

　　　　　　　　第３回実行委員会・第２回幹事会 ②編集及び発刊までのスケジュールについて

　月　日： 令和５年１２月５日（火） ③「あかしや通信No.42」の掲載内容について

　場　所： 書面開催 ④「通常総会」までの今後の予定について

　議　題： ①開催報告について

②収支決算報告について

③次回開催（案）について

Akashiya Communication
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■ 第2回企画部会 ■ 第10回新潟県除雪オペレータ担い手確保協議会

　月　日： 令和６年３月１４日（木） （本部協議会）

　場　所： 興和ビル　１０Ｆ大会議室 　月　日： 令和６年３月２１日（木）　

　出席者： 穂苅　企画部会長　他11名 　場　所： 自治会館　301号室

　議　題： ①令和5年度事業報告及び決算報告（見込み） 　出席者： 穂苅　技師長　他１名

　について 　議　題： ①第9回本部協議会の振り返り

②令和6年度事業計画（案）及び収支予算（案） ②今後の担い手確保協議会の活動について

③優良建設機械運転員・整備員表彰(案)について ③その他

④あかしや通信No.42の発刊について

⑤R6～R7北陸支部部会名簿について

■ 令和５年度　支部総会時の講演会 ■ ＪＣＭＡ北陸支部　親睦ゴルフ大会

　月　日： 令和５年５月２３日（火） 　月　日： 令和５年９月１５日（金）　

　場　所： 新潟東映ホテル 　場　所： ノーブルウッドゴルフクラブ

　講演者： 北陸地方整備局企画部長 　参加者： 北陸支部会員　１８名

　議　題： 北陸地方整備局における施策について

■ 令和５年度 除雪機械管理施工技術講習会

■ 令和５年度　建設技術報告会　第１回実行委員会 　月　日： 令和５年１０月２日（月）～１０月３１日（火）

　月　日： 令和５年６月１４日（水） 　場　所： 魚沼会場、富山会場（2回）、上越会場（2回）、

　場　所： 北陸技術事務所１Ｆ　大会議室 村上会場、長岡会場、金沢会場、能登会場

　出席者： 樋口　普及部会委員 新潟会場（２回）の8会場で11回

　議　題： ①実行委員会規約について 　受講者数： 1,147名

②「建設技術報告会」の実施計画について

③「建設技術報告会」の予算（案）について ■ 令和５年度 ＪＣＭＡ北陸支部現場見学会

④負担金の納入方法について 　月　日： 令和５年１０月１２日（木）

　場　所： コマツ粟津工場（石川県小松市符津町ツ２３）

■ 令和5年度 第１回普及部会 こまつの杜

　月　日： 令和５年６月２１日（水）　 防衛省航空自衛隊小松基地

　場　所： 興和ビル10Ｆ　大会議室 　（石川県小松市向本折町戊２６７）

　出席者： 本間　普及部会長、他12名 参加者： 北陸支部会員１１社１８名

　議　題： ①除雪機械安全施工技術講習会の計画について

②ニイガタ除雪の達人選手権について ■ 「建設技術報告会」の参画

③建設技術報告会について 　月　日： 令和６年１月１０日（水）～３１日（水）　

④現場見学会について 　場　所： Ｗｅｂビデオ放映（オンデマンド配信）

⑥親睦行事の実施について 　技術報告： １．i-construction による生産性向上、

　　　インフラ分野のＤＸ：8件

■ 令和５年度 除雪講習会のメーカー講師等打合せ会 ２．社会資本の的確な維持管理・更新：6件

　月　日： 令和５年７月２６日（水） ３．雪に強い地域づくり：2件

　場　所： 興和ビル１０Ｆ　小会議室 ４．自然災害からの安全確保：1件

　出席者： 堤　事務局長　他メーカー講師４名 ５．環境の保全と創造：2件

　議　題： ①除雪機械安全施工技術講習会開催のご案内 ６．その他：2件

②令和5年度除雪講習会計画（案）について

③令和4年度除雪講習会アンケートとりまとめ ■ 令和５年度　建設技術報告会　第２回実行委員会

　結果について 　月　日： 令和６年３月６日（水）

④令和3～4年度の新潟県・富山県・石川県 　場　所： 書面表決

　の受講企業数について 　技術報告： ①「建設技術報告会」の実施報告について

②「建設技術報告会」の収支決算報告について

③令和6年度の開催について

⑥協会誌「建設機械施工」”ずいそう”執筆者について
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■ 令和５年度　北陸ＩＣＴ戦略推進研究会 ■ 第１回新技術活用評価会議

　月　日： 令和５年７月２１日（金） 　月　日： 令和５年９月６日（水）

　場　所： 書面開催 　場　所： 北陸地方整備局４Ｆ　合同会議室

　議　題： 　出席者： 宮崎　施工技術部会長（新技術評価会議委員）

②令和4年度取組計画について 　議　題： ①座長の選任

②ｽﾏｰﾄ制御付きﾄﾗﾝｽ「ﾀﾞｲﾓﾄﾗﾝｽﾌﾟﾚﾐｱﾑ」

■ 第２回新技術活用評価会議 　　事後評価および活用促進技術の指定

　月　日： 令和５年１２月１日（金） ③令和5年度推奨技術の選定結果

　場　所： 北陸地方整備局４Ｆ　災害対策本部長室 　　「急斜面法面等に適用できる草刈り技術」

　出席者： 宮崎　施工技術部会長（新技術評価会議委員）

　議　題： ①繊維製かごマット「FIT-CUBE」の事後評価

②活用促進技術の指定（審議）について

③推奨技術候補の選定について

④テーマ設定型（技術公募）の実施状況について

　急傾斜法面等に適用できる草刈り技術

■ 令和５年度 第１回雪氷部会 ■ 令和５年度　新潟市車道除雪オペレータ研修

　月　日： 令和５年９月２９日（金）　 　月　日： 令和５年１１月１５日（水）　

　場　所： 興和ビル10Ｆ　大会議室 　場　所： 新潟テルサ　大会議室

　出席者： 八橋　雪氷部会長　雪氷部会委員１４名 派遣者： 穂苅　技師長

　議　題： ①「道路除雪施工の手引」の部分改訂について 　受講者： 61名

②除雪機械オペレータに関する実態調査について

③除雪車の運転操作上達かんどころの ■ 令和５年度　専門課程施工企画（建設機械）国土交通省

　中間報告について 　月　日： 令和５年１１月１６日（木）

　場　所： 国土交通省　国土交通大学

■ 令和５年度 第２回雪氷部会 　派遣者： 穂苅　技師長

　月　日： 令和５年１０月１０日（火）　 　受講者： 20名

　場　所： 書面開催

　議　題： ①除雪機械オペレータに関する実態調査について ■ 令和５年度 第３回雪氷部会

　とりまとめについて（意見紹介） 　月　日： 令和５年１月２９日（月）　

　場　所： 書面開催

■ 令和５年度　妙高市除雪作業に関する安全講習会 　議　題： ③除雪車の運転操作上達かんどころの

　月　日： 令和５年１０月３０日（月）　 　原案について（意見照会）

　場　所：  妙高勤労者研修センター

　派遣者： 穂苅　技師長

　受講者： 79名

■ 令和５年度　関東甲信地区道路除雪講習会

　月　日： 令和５年１１月１日（水）

　場　所： 機械振興会館＋オンライン講習

　派遣者： 穂苅　技師長

　参加者： 対面講習11名、Ｗｅｂ講習84名　計95名

①令和5年度北陸ＩＣＴ戦略推進委員会規約について
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■ 令和５年度 支部事務局長意見交換会 ■ 令和５年度　建設機械施工管理技術検定（第二次検定）

　月　日： 令和５年４月１７日（月） 　月　日： 令和５年８月２５日（金）～２７日（日）

　場　所： 機械振興会館Ｂ－３会議室 　場　所： 石川県小松市　コマツ教習所粟津センタ

　出席者： 堤　事務局長 １級 2級

　議　題： ①各支部における好事例の共有 　受検者： １級　　39名 １種： 19名 １種： 13名

②地方整備局との意見交換会について ２級　144名 ２種： 14名 ２種：117名

③その他   ３種：  2名   ３種：  4名

４種：　4名 ４種： 10名

■ 令和５年度　外国人技能評価試験（５月期）

　月　日： 令和５年５月２５日（木）

　場　所： ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市） ■ 令和５年度　外国人技能評価試験（１１月期）

掘削(小) 掘削(大) 締固め 　月　日： 令和５年１１月１０日（金）

　受検者： 初級 5名 6名 5名 　場　所： ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市）

初級 学科のみ 6名 3名 掘削(小) 掘削(大) 締固め

初級 実地のみ 2名 　受検者： 初級 10名 9名 13名

専門級 8名 初級 学科のみ

専門級 学科のみ 1名 2名 初級 実地のみ

専門級 実地のみ 10名 専門級 2名 2名

専門級 学科のみ

■ 令和５年度　建設機械施工管理技術検定試験 専門級 実地のみ 2名

　月　日： 令和５年６月１８日（日） 上級 実地のみ 1名

　場　所： 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）

　受検者： １級：215名 ■ 令和５年度　i-Construction施工説明者試験・更新講習

２級：592名 1種： 42名 4種： 44名 　月　日： 令和５年１１月２２日（水）

2種：465名 5種： 15名 　場　所： 興和ビル１０Ｆ　小会議室

3種：  9名 ６種：    名 試験人数： 14名

更新講習： 17名

■ 令和５年度　事務局長会議

　月　日： 令和５年７月２８日（金） ■ 令和５年度 建設機械施工技能実習評価試験

　場　所： 機械振興会館　AB会議室 　　　 　　　試験監督員研修会

　議　題： ①旅費規定改訂等について 　月　日： 令和５年１１月３０日（木）～１２月１日（金）

②情報セキュリティーについて 　場　所： 施工技術総合研究所（ＣＭＩ）

③令和4年度収支決算について 　出席者： 堤　事務局長　他２名

④建設機械施工管理技術検定について 　議　題： ①実技試験（掘削作業（小・大）、締固め作業

⑤i-Conｓtructionについて 　　採点演習

⑥外国人評価試験について ②技能実習評価試験の実施状況について

⑦支部課題について ③2024年度の定期試験開催予定について

④評価試験の支部等提案議題について

■ 令和５年度　外国人技能評価試験（８月期）

　月　日： 令和５年８月２３日（水）～２４日（木） ■ 令和５年度　秋期支部事務局長意見交換会

　場　所： ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市） 　月　日： 令和５年１２月７日（木）

掘削(小) 掘削(大) 締固め 　場　所： 機械振興会館

　受検者： 初級 14名 6名 6名 　議　題： ①本部からの議題

初級 学科のみ 2名 2名 ②各支部からの議題について

初級 実地のみ ③国土交通省の今後のサポートあり方

専門級 4名 2名

専門級 学科のみ

専門級 実地のみ 3名 5名

上級 実地のみ 2名
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■ 令和５年度　外国人技能評価試験（１月期） ■ 令和５年度　調査業務

　月　日： 令和６年１月１７日（水） 　　　北陸地方整備局北陸技術事務所及び東北地方整備局より、

　場　所： ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市） 　　施工技術総合研究所主務で下記業務を受託。

掘削(小) 掘削(大) 締固め 　　　穂苅　技師長及び堤　事務局長を担当技術者に配置

　受検者： 初級 11名 6名 5名

初級 学科のみ 1名 2名 　業務名： ①令和5年度除雪機械の情報化施工技術検討業務

初級 実地のみ 　　（北陸技術事務所 R6.3.22まで）

専門級 ②除雪グレーダの除雪装置自動化検討業務

専門級 学科のみ 　　（東北技術事務所 R6.3.18まで）

専門級 実地のみ 1名 ③令和5年度急傾斜法面等に適用できる草刈り技術

上級 実地のみ 4名 　評価検討業務（北陸地方整備局 R5.12.28まで）

④令和5年度路面消・融雪技術に関する検討・整理

■ 令和５年度　外国人技能評価試験（３月期） 　業務（北陸技術事務所 R6.3.25まで）

　月　日： 令和６年２月２９日（木）～３月１日（金）

　場　所： ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市）

掘削(小) 掘削(大) 締固め

　受検者： 初級 10名 8名 13名

初級 学科のみ 2名 1名 1名

初級 実地のみ 1名

専門級

専門級 学科のみ

専門級 実地のみ

上級 実地のみ
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新刊技術図書のご案内

令和６年度の主な行事予定
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販　売　図　書　名　 発行年月
非会員

販売価格
税込み（円)

会員
販売価格

税込み（円)
備　　　　　　考

国土交通省“建設機械等損料算定表”の内容に準拠

・機械経費・損料等に関する通達・告示等を掲載

・燃料・電力消費率を掲載

・排出ガス対策規制強化による機械の見直し

・除雪グレーダの機種統合

・除雪ドーザの生産中止や事業譲渡による見直し

　◆令和元年度版　建設機械整備
　　　　標準作業工数表（除雪機械編）

R1.7 8,800 6,600

1,870
大学や高等専門学校の学生が情報化施工の知識を一
通り身につけて社会に出てくれることを目指し、学校教
育で活用してもらえるテキスト

別冊　橋梁補修補強工事 積算の手引きをセット

R4.5 6,600 5,610 Ｒ４ 建設機械等損料表 解説書

8,228
　◆令和5年度版
　　　　建設機械等損料表

R5.5 9,680

R4.5 6,600 5,610
　◆令和4年度版
　　　　大口径岩盤削孔工法の積算

　◆よくわかる建設機械と損料2022

　◆令和5年度版
　　　　橋梁架設工事の積算

R5.5 12,100 10,285

　◆情報化施工の基礎
　　～i-Constructionの普及に向けて～

R3.1 2,200

　◆道路除雪施工の手引 R5.10 4,950 3,960
除雪機械技術の向上、安全管理の重要性等の状況を踏
まえ、除雪講習会の受講者に対応した構成内容が求めら
れていることからR3全面改訂、R4・R5一部見直し

行　　　事　　　予　　定 実施予定 開　催　場　所

　●令和6年度 北陸支部通常総会 R6.5.22 東映ホテル

　●令和6年度 建設機械施工管理技術検定試験
　　　　　　　　　 （第一次検定、第二次検定（筆記））

R6.6.16 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）

　●令和6年度 建設機械施工管理技術検定試験
　　　　　　　　　 （第二次検定（実技））

R6.8下旬 石川県小松市コマツ教習所㈱粟津センタ

　●令和6年度 建設技術報告会 R7.1 ＷＥＢオンデマンド配信

　●令和6年度 除雪機械安全施工技術講習会 R6.10上旬～下旬 新潟県5会場,富山県1会場,石川県1会場

　●ゆきみらい2025ｉｎ上越（仮称）除雪機械展示・実演会 R7.1下旬～2上旬 リージョンプラザ上越

　●令和6年度 外国人技能評価試験（学科及び実技試験）
R6.5、R6.8、R6.11、

R7.1、R7.3の5回
ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市）



　 １．令和6年2月末日の会員数（業種別）

２．令和5年度の新入会員

Akashiya Communication

編 集 後 記
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会員情報

令和５年度 会員数および新入会員

Report
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令和６年の幕開けは、元旦の夕方の能登半島地震で開けました。

被災された皆様には、お見舞いと一刻も早く日常が戻るようお祈りしています。

さて、あかしや通信第４２号を作成しましたのでお届けします。

「あかしや通信」の記載内容については、主に支部事業の内容を記載させて頂

いております。

北陸支部においては、従来の事業に加えて、近年外国人技能評価試験やICT活用

にかかる事業などが追加され 多忙となっていますので、会員の皆様方にはご迷

惑をおかけすることもあろうかと思いますが、よろしくお願いします。

支部事業について、会員の皆様方のご感想やご意見をお寄せいただければ幸い

です。

【広報委員長】

業　種　別 会員数

製 造 業 16社

建 設 業 66社

商 事 会 社 1社

機 械 整 備 業 27社

レ ン タ ル 業 6社

そ の 他 14社

計 130社

会　社　名 指定代表者名 住　　所 入会日 業種 電話番号 FAX

1
佐藤工業㈱
　北陸支店

執行役員支店長
　　川島　康広

　富山市桜木町1-11 令和5年8月7日 建設業 076-439-0360 076-442-7076

2 ㈱ワイズ
代表取締役
　　福澤　直樹

　長野市三輪1-8-14 令和5年9月22日 その他 026-266-0710 026-266-0845



　

　

　

「あかしや通信」は当協会のホームページからご覧できます。

一般社団法人

日本建設機械施工協会北陸支部

〒９５０-０９６５　新潟市中央区新光町６－１　興和ビル９F

TEL  （０２５）２８０－０１２８

FAX  （０２５）２８０－０１３４

Ｅ-ｍａｉｌ ： ｊｃｍａｈｏｋｕ＠ｂｅｉｇｅ.ocn.ne.jp

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｊcma-hokuriku.info/
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